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【プログラム】

2013 年夏「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー

（広島開催）

開催日時：平成２５年６月１４日（金） １３：００－１６：３０

開催場所：広島県立総合体育館 中会議室 （広島市中区基町４番１号）

内容：

－１３：００－開催挨拶 公益社団法人全国ビルメンテナンス協会

中国地区本部長 中野信博

<<講演>>

－１３：０５－

１．「エネルギー施策の現状について」

／経済産業省 中国経済産業局 資源エネルギー環境部エネルギー対策課

課長補佐 徳永広司 氏

－１３：３５－

２．「今夏の電力需給見通しについて」

／中国電力株式会社 流通事業本部

マネージャー 柴田保 氏

－１３：５０－

３．「昨夏の広島市における節電の取組みについて」

／広島市 環境局 温暖化対策課

福長賢 氏

－１４：２０－ ＜休憩＞

－１４：３５－

４．『広島における「ビルの節電・省エネ技術徹底解説」』

／日本メックス株式会社 事業推進部

担当部長 緑川道正 氏

（空気調和・衛生工学会 非住宅指針検討委員会委員）

－１５：３５－

５．「省エネ・省コストを実現する BEMS」

／株式会社NTTファシリティーズ スマートビジネス部 スマートビジネス部門

主査 松下傑 氏
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今夏の電力需給見通しについて

中国電力株式会社 流通事業本部

マネージャー 柴田 保 氏



昨夏の広島市における節電の取組みについて

広島市 環境局 温暖化対策課

福長 賢 氏
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広島における

「ビルの節電・省エネ技術徹底解説」

日本メックス株式会社 事業推進部

担当部長 緑川 道正 氏

（空気調和・衛生工学会 非住宅指針検討委員会委員）



広島における「ビルの節電・省エネ技術徹底解説」

ローラ（福山市）

日本メックス株式会社 緑川 道正
（空気調和・衛生工学会 省エネルギー委員会非住宅検討小委員会委員）

きりこちゃん
（三次市）

のん太（東広島）

かぐやパンダ
（竹原市）

キョロやまくん
（庄原市）

ブンカッキー
（広島県）

あらら
（広島市環境局）

• 電力需給バランスの不安定、不安

• エネルギーコストの大幅上昇、経営圧迫
（ ⇒産業空洞化 ⇒地方経済の疲弊加速）

• （貿易国家であるはずの日本が）貿易収支の大幅悪化

• 地球温暖化防止の停滞（温暖化の加速）

• 企業によるCSR、CRE（PREも）、サステナビリティ、
ステークホルダー意識 等の普及

• 経営コストとしてのエネルギーマネジメント意識普及

• サプライヤー、ビル管理会社の対応力（差別化）明確化

• ニュービジネスの可能性

5

【はじめに】 なぜ、省エネ・節電をしなければいけないのか
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（大震災後の課題） ■ 貿易収支の大幅赤字（一次エネルギー輸入コスト）

8

出典；（2013.5.16） 帝国データバンク「電気料金値上げに対する企業の意識調査」

http://www.tdb.co.jp/report/watching/press/pdf/s130501_10.pdf 11
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１．部分的な改善・改修で（インバーター、ダンパーの追加）など

２．高効率設備への転換（LED照明、複合機など）

３．予算措置をしての大規模改修・設備更新

４．コンサル・専門業者などの支援（BEMSアグリゲータなど）

５．公的支援制度・補助金制度の活用

６．別契約での成果報酬型省エネ業務

７．オーナー主導によるプロジェクト的な省エネ・節電推進

８．テナントに協力依頼しての我慢の省エネ・節電

９．設備運転改善（チューニング）による エネルギーロス の極小化

（エネルギーロスの見える化・見せる化）

15

１．省エネ・節電 の 手法

■手法はいろいろあるが、実際の取組みは

http://www.denken.or.jp/jp/kenkikaku/report/detail/Y12023.html

電力中央研究所 「東日本大震災後の事業所節電行動の継続状況
―2011年夏と2012年夏のアンケート調査の比較―」

16
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17

節電対策項目

回答数 比率 回答数 比率

1 空調などの温度設定の見直し 6,944 92.5 7,478 94.0

2 電力需要の少ない曜日に操業 264 3.5 530 6.7

3 　　　〃　　　　夜間操業の増加 242 3.2 348 4.4

4 稼働・営業時間の短縮 824 11.0 1,085 13.6

5 自家発電の設置または増加 257 3.4 278 3.5

6 夏季休暇の増加 512 6.8 669 8.4

7 在宅勤務の（一部）導入 73 1.0 119 1.5

8 サマータイムの導入 257 3.4 501 6.3

9 消費電力の少ない製品（LEDなど） 2,854 38.0 2,541 31.9

10 生産体制の前倒し 200 2.7

11 生産体制の後ろ倒し 41 0.5

12 その他 336 4.5 671 8.4

7,504 - 7,956 -

節電の内容（複数回答）
2012年6月 2011年5月

出典；（帝国データバンク）「夏季の電力使用削減に対する企業の意識調査」

■ 主な節電対策項目 （帝国データバンク調査から）

困惑したまま、相談・共同・連携せず不足のままなので、
節電・省エネ ≠  品質（快適性・執務性・生産性） に

18

■ 2013年度夏期の節電メニュー（経済産業省）目にするマニュアルも

http://www.meti.go.jp/setsuden/pdf/130529/130529_01f.pdf
－　Ｐ 29　－



オモテの省エネ
（品質 ∝ 省エネ）

ウラの省エネ
（品質 ≠ 省エネ）

誰でもできる。素人でもできる。 専門知識がないとできない。

オフィスワーカー、総務が担当 設備・ファシリティの専門家が担当

トップの号令とオフィスワーカーの理解が
必要。

総務、ビル管理、設備業者の協力体制
の構築が必要。

総務を中心とした実行組織を作る。 設備調整には費用がかかる。

特に、費用はかからない。 （運転状況に合せて実施する工夫）

■設定値の変更（室内温度など） ■空調システム稼働は適切か

■運転スケジュールの変更 ■運転パラメータ（制御）の設定

■パソコン、複合機のスタンバイモード ■ポンプ圧力の調整

■蒸気ボイラー圧力の調整

必要な

計測は？

すぐに実施
オフィスワーカーに気づかれる理解を得
る必要あり。

オフィスワーカーに気づかれずに実施で
きる。

できる？ テナントの協力が必要（共用部は別） テナントビルでも実施可能

期待効果は？ 徹底した実行で15％達成の事例あり 40％～50％ の省エネ事例もあり

                              【 オモテの省エネ 、 ウラの省エネ 】

電力量、室内温度に加え自動制御、運
転パラメータなど

誰ができる？

どんな体制が
 必要？

何ができる？

電力量、室内温度　が基本

「オモテの省エネ」と「ウラの省エネ」を同時に進めると、大きな効果が見込める。

http://www.eco-sas.jp/tunning/tunning_03.html

パナソニック エコソリューション社「ECO SAS」 から

プロ は どこへ行った？ プロ は 何してる？

19

http://www.j-bma.or.jp/pdf/2012fuyu-setsuden-4.pdf

北海道｢2012年冬・ビルの
節電・省エネ・省コスト｣セミナ－

電力中央研究所 木村 氏 講演から

20
－　Ｐ 30　－



平成19年度 平成20年度 平成21年度

Kwh 2350654 2242020 2204200

％ 95% 98%

Kw 670 670 670

Kw

///

?

％

? 41122 43855 51930

％ 107% 118%

?

％

⑤　　〃　　発生日・時間

①施設全体電力使用量

ｂ
ガ

ス

（前年度比較）

①施設全体空調用使用量

④最高使用電力（　〃　）

（前年度比較）

8月　8日　19時～19時半

ｃ
水
道

①施設全体使用量

ａ
電
力

⑨契約電力（施設全体）

　①' 内、冷却水補給水量

（前年度比較）

■ データチェック（PDCA）を誰もしていなかったために漏水の見逃し

（ 51,930 – 41,122 ）m3 × 770 円/m3 ≒ 8,920 千円/年 の 損失

① 関西某県指定管理者施設（管理者は電気サブコン）

２．バリアがあると（協働・連携がないと）どうなるか

21
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■ BEMSの制御設定（デマンド制御）、監視、分析をしていなかったために

（670 – 400）kw × 1.510 円/kw × 12 (月/年) ≒ 4,890 千円/年 の 損失

H20年 8月 17日（最高電力発生日） の電力トレンド
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② 某大手デベロッパー 都内REITビル（管理会社はゼネコン系子会社）

25

26
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31
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成19年度
平成20年度
平成21年度

〔KW〕 契約電力　1150 〔KW〕

① 契約電力 と 実負荷（デマンド＝最高電力）の乖離、平準化不足
（某大手デベロッパー / 都内複合用途ビル） PM および BM会社 はゼネコン系

３．「協働・連携がないビル 」における不具合（コスト損失）事例のアレコレ
※連携強化による 省エネ・節電・「省コスト」 の 可能性

契約仕様および契約電力、地域冷暖房契約見直し、空調運転改善 などで、
30,000 千円 / 年 のコスト改善 ＋ 空調快適改善

32

冷房ピーク時期１週間の時間別最大電力比較（KW）
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）

8月1日（日）

8月2日（月）

8月3日（火）

8月4日（水）

8月5日（木）

8月6日（金）

8月7日（土）

※冷房立上り運転不適で、終日の電力および熱量アップになっていた

② 空調立上り運転の不適、デマンド制御設定、電力平準化の不適・不足

（ 某大手デベロッパー / 都内複合用途ビル （①と同じビル） ）
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0102040007 低層冷水2次瞬時流量

0102040031 高層冷水2次瞬時流量

0102050006 低層温水2次瞬時流量

0102050026 高層温水2次瞬時流量

33

③ 空調運転管理の不適 （コストアップ、空調不快、冬季のミキシングロス）

（ REIT / 都内再開発（大規模複合用途）ビル ）

○○スクエア　冷温水使用量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

H21 H22【年月】

【GJ】
冷水使用量【GJ】

温水使用量【GJ】

34

■ 同ビルの ミキシングロス（冷温混合損失）状況

ビルの所有者、経営者、設計・施工者、運営管理者、運転管理者、

すべてが トップレベル だが （と、思われているが）

※ 熱源制御是正、空調運転改善だけで、 37,000 千円/年 の 省コスト成果
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④

35

（ 中堅デベロッパー / 名古屋地区空調改修ビル ）

36

⑤

（ 大手通信企業 / 北陸地区 建築・空調改修ビル ）

－　Ｐ 35　－



⑥ デマンド・節電制御（ピーク電力低減、節電、コスト適正化）制御機能の未設定、
警報レベル設定の不適）

37

（某生保大手A社 / 全国テナントビル群）

38

⑦ 熱源台数制御設定の不適、蓄熱槽活用の不足・不適、冷凍機運転管理の不適
（★某大手生保A社 ＆ ★某大手デベロッパー 区分所有 / 都内再開発ビル）

★ PM;某大手ゼネコン系

★ BM;某独立系大手

－　Ｐ 36　－



39

⑧ 新築旗艦ビルの省エネ設備、「設計」と「施工」がまったく違っている！！！

（ 某中堅デベロッパー / 中京地区 大規模新築ビル ）

40

○ 冷暖房と換気の同時運転
○ 営業時間に関係ない早朝運転
○ 用途を無視した運転時間、制御設定

４．ビル標準運用・運転（貸方基準又は運用実態）

　※特殊用途は営業日，営業時間（コアタイム）が異なるもの

土　　曜 日祭日

①換　気 8:30～19:30 8:30～19:30

②冷暖房 8:30～19:30 8:30～19:30

①換　気 9～20 9～20

②冷暖房 9～20 9～20

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

①換　気 8:30～19:30 8:30～19:30

②冷暖房 8:30～19:30 8:30～19:30

①換　気 9：00～19：30 9：00～19：30

②冷暖房 9：00～19：30 9：00～19：30

①換　気 10～20 10～20

②冷暖房 10～20 10～20

事務室

店舗
9～20 店舗運営管理パッケ

9～20

機械室

8:30～19:30 （ファンコイル）各室冷

8:30～19:30

～

平　　日

～

運用（スケジュール設定）

レストラン
カフェ棟

～

～

アトリウム
8:30～19:30

8:30～19:30

旧展示室
9：00～19：30

9：00～19：30

店舗管理

〃

○ 用途・運転目的を考慮しない
共用動力設備 の 過剰運転

（某生保大手B 社 /  

全国テナントビル群）
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❤ ビルにおける「省エネ・節電」、「運営・管理」の難しさ

経営・運営・運転管理・使用の各段階で多種多様なプレイヤーが係わり、
その意識、スキル、スキーム、担当者、ニーズ、評価も多種多様

日本的 タテ型 狭溢 非効率 不作為 上下関係・・・・・ で バリア ・不具合・不都合が発生

ファンド リーシング コンサル

投資家 ＰＭ会社

共同オーナ

テナント オーナ 運営 ビル管理 設計会社 ゼネコン サブコン 計装業者 メーカー

経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層 経営層

管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層 管理層

オフィサー 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務 事　務

　男性 技　術 技　術 本社技術 建築設計 建築設計 設備設計 システム システム

　女性 営　業 現場技術 設備設計 設備設計 本社技術 本社技術 本社技術

　営業職 監　理 本社技術 現場技術 現場技術 現場技術

　事務職 協力業者 協力業者 管　理 現場技術 協力業者 保守点検 保守点検

営　業 営　業 営　業 営　業 営　業

協力業者 協力業者 協力業者 協力業者 協力業者

省エネコンサル、省エネサービス

４．なぜ、こういう 〇〇 げた ことが 珍しくもなく（潜在的に）起きるのか

41

節電・省エネ・温暖化防止、サステナビリティ
環境マネジメント、エネルギー需給バランス、
デマンド制御、エネルギーコスト、環境会計
金融商品化、BCP・災害対策・老朽インフラのLCCM
少子高齢化・限界集落・シャッター銀座
グローバル化・空洞化・国際競争力
PRE、CRE、ROA、ROE、ROI、TCO
IFRS、I R 、PM、CM、AM、PM、FM、BM、BM
CRE、PRE、PPP、PFI

CSR、ステークホルダー、サステナブル、 I FRS
会社法、会計制度、減損会計、株主配当

❤ 社会・経済の 多種多様・急速 かつ 大幅な変化・激変
（技術者による）省エネ ⇒ マネジメント へ ※経産省エネルギー対策課長講演

42
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・BAS ・BEMS ・自動制御 ・BIM   ・CAD   ・CAFM ・ASP 
・メンテナンスフリー ・遠隔監視 ・エリア管理 ・ESCO   ・ソフトESCO 

ストック物件の改修時期到来
税収低下・財政の厳しさ拡大
経営的維持管理の要求拡大

民・官の競争入札制度
管理コストの削減圧力
高度な維持管理者の不足

施設ニーズの多様化・高度化
社会構造変化による施設ニーズ
ＢＡＳ・ＢＥＭＳの本格普及

バブル崩壊、経済不況の長期化
産業・経済構造の激変
地域構造の変化・街の変化

ファシリティを
取り巻く環境の激変

設計・施工、設計意図・取扱書の説明不足
チューニング・オペレーションの不適・不足
高度技術管理者・中堅要員の不足

加えて（というより本質的に）、技術を含みビルを取り巻く状況、環境の激変

43

44

資料提供；東芝 池田 耕一 氏
「ビル管理システムの最近の動向」

80年代以降ビルの中核である
BAS・BEMS・自動制御 は

総括的には誰も把握せず、
オペレーションも出来ず

❤ ビルの高度化・多様化・大規模化
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従来のように （上下型の）１；１；１ の運営・管理では無理

ビル担当者だけではなく、管理委託者側・受託者側それぞれの組織、
社員、地域、取引企業 など ステークホルダー と 協働・連携 することで、
「省エネ」・「節電」・「地球温暖化防止」・「省コスト」 を 推進することが大事

水平型・協働型 の N ＆ N ＆ N ＆ ・・・ で

「くまモン」 のように、 「初音ミク」 のように

［ 参 考 ］

■あなたの知らないすごい組織
ゆるキャラ を “売るキャラ” に変えた 熊本県職員たち

http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20121026/238634/
■ 「共感が情報通信を変える」 初音ミク を生んだ 伊藤博之 が考える

コンテンツ産業の未来形
http://wired.jp/2012/04/10/hiroyuki-itoh-neworder02/ 45

❤

５．協働・連携することが最重要

46

そうすれば、魔法のような成果も・・・（場合によっては）

① パナソニック（エコソリューション社） と 設計会社、 空調サブコン の協働
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その経営的意味

削減

① 竣工翌年 2,392

2,200

② 2007年 1,833 559 55,535 55,535

1,860 340 6,242 6,242

③ 2008年 1,700 133 55,535 13,213 68,748

1,820 40 6,242 734 6,976

④ 2009年 1,532 117 55,535 13,213 16,690 85,438

1,415 40 6,242 734 734 7,710

⑤ 2010年 1,507 25 55,535 13,213 16,690 2,484 87,922

1,650 235 6,242 734 734 2,387 10,097

⑥ 2011年 1,292 215 55,535 13,213 16,690 2,484 109,282

※1,650 0 6,242 734 734 2,387 5,508 15,595

37.0 885

[％] [MJ/m2]

50.0 1,100

[％] [MJ/m2]

328,668

453,545

東日本大震災前4年間の省コスト累計

         大震災後を含む過去5年間の省コスト累計

　　　　※ 2012年度の契約電力は 1,350 [KW]

原
単
位
削
減

⑤：①

⑥：①
[％]

  エネルギーコスト削減額 （千円）
 （単価 2．1 円/MJ、1,530 円/KW）

原
単
位
※

パナソニック東京汐留ビル
 竣工 2003年　延床面積　59,449 m2

上段；原単位
累　計
（千円）

下段；契約電力

47

48
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パナソニックと省エネ委員会仲間の「箱根の休日」

（ 仲間、メンバーを社内外に何人作れるか ∝ 節電・省エネ成果、経営効率、品質 ） 49

■ 竣工翌年（2004年度） と 2010年度の比較

・原単位（MJ/m2） 1,974 ⇒ 1,394 （2011年度 1,099）
・契約電力（KW） 2,700 ⇒ 2,008 （2011年度 1,633 ※） ※デマンド

50

② キヤノンマーケティングジャパン と ゼネコン、ビル管理会社 の協働
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削減

① 竣工翌年 1,947

2,700

② 2007年 1,835 865 11,985 11,985

2,477 233 4,278 4,278

③ 2008年 1,649 828 11,985 19,904 31,889

1,820 -37 4,278 -679 3,599

④ 2009年 1,415 405 11,985 19,904 25,040 44,944

2,188 326 4,278 -679 5,985 9,584

⑤ 2010年 1,394 794 11,985 19,904 25,040 2,247 47,191

2,008 180 4,278 -679 5,985 3,305 12,889

⑥ 2011年 1,099 909 11,985 19,904 25,040 2,247 31,567 90,743

※ 2,008 0 4,278 -679 5,985 3,305 0 12,889

28.4 553

[％] [MJ/m2]

43.6 848

[％] [MJ/m2]

原
単
位
削
減

キヤノンSタワー
 竣工 2003年　延床面積　59,449 m2

上段；原単位
累　計
（千円）

下段；契約電力
  エネルギーコスト削減額 （千円）

 （単価 1．8 円/MJ、1,530 円/KW）

原
単
位
※

⑤：①

⑥：①
[％]

166,359

269,991

東日本大震災前4年間の省コスト累計

         大震災後を含む過去5年間の省コスト累計

　　　　※ 2011年度のデマンドは 1,633 [KW]

■ ビルメンテナンス会社と共同推進したことで

51

（2013.6.3） 2013年夏 「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー（東京会場）講演資料 52
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37

③ 鹿島建設 と ビルオーナー、
テナント、ビル管理会社の協働

53

54
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http://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/ondan/life/carbon-credit_3.html

⑤ 自治体（福岡市） と 地域各層、ビル管理業界と の協働

57

■ 省エネルギーアドバイザー派遣支援事業

http://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/33060/1/1advice.pdf

【市とビル管理企業の協働】

58
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■ 事業所省エネ技術導入サポート事業

http://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/ondan/life/softesco_1.html

（ソフトESCO）

59

⑥ 自治体（栃木県） ・大手企業 と地域中小企業 との協働

http://www.kanto.meti.go.jp/pickup/kankyoryoku/20130318keieikaizen_technic_jirei.html

60
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63

・ 設計間違いの有無 （特に改修案件に多い）

・ 設計の適否・過不足・配慮不足の有無 （ＶＡＶ・ＣＡＶ・ＶＡＷ・インバーター
制御・冷温水同時制御・快適空調制御・蓄熱槽・空調換気バランス など）

・ 設備・システムの不整合、アンバランス

・ 建築と設備・システムの不整合 （特に空調サイクル、空調静圧）

・ BEMS・BAS・中央監視設備・各種制御盤、制御機能等の未設定、設定不適

・ 〃 設定変更の不足、不適

・ 各設備、運用・運転時における設定最適化の未実施
（電気室・ＥＶ機械室冷房、全熱交換機中間季設定、空調静圧）

・ 自動制御グルーピング、スケジューリング最適化の不足

・ 自動制御・計測機器の経年劣化による不具合、不適

・ ユーザークレーム、ユーザーニーズの適否、対応の適否 など

６．（是正、改善による）省エネ・節電取り進めのポイント

① そもそもを （皆で）再確認してみる

•屋上

① 空調設備・換気設備のショートサーキット
② 冷凍設備、冷却塔、エアコン屋外機の

冷却風量、ショートサーキット、現場設定値・計測値（真空度など）
③ 空冷設備または周辺への散水（ブロー水の活用も含む）
④ 冷却水自動ブロー設定の見直し

•基準階および１階共用部 〃

① 外気温度２６℃程度以上の季節・日・時間帯は機械換気停止
② 〃 は、屋内階段防火戸を閉に（特に廊下還気式空調）
③ 冷暖房は停止、または冷房管理温度を３０℃程度に
④ 電気式給湯器は盛夏時期の停止、起動台数・時間帯制限を検討
⑤ 飲料式自販機、各階リフレッシュコーナーも 〃
⑤ トイレ系統排気ファンはコア時間帯のみの運転に

給湯室系統、各階機械室系統排気ファンは原則停止に

・１階ホール

① 機械換気は停止、冷房管理温度は３０℃程度に
② 外気温度２６℃程度以上の日は、玄関・通用口扉を閉に

64

② 手法、項目、対象を （皆で）可否検討・実施・フィードバックしてみる
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•中央管理室（オペレーション）

① 居室機械換気は、外気温度２６℃程度以下は冷房運転より早く、
以上の場合は外気取入量（時間、風量）を必要最低限度に。

※同じ冷房設備（外調機、空調機、FCU、PAC、、、）でも、換気を
ともなう設備は運転順位を後発、先停 で

② 熱源運転は、「冷房立上がり時間」と「設備仕様・システム」から
逆算して設定 ⇒起動時間の適否によって、終日の電力増加に

③ 冷水温度、冷却水温度および温度差の仕様を竣工図で再確認
⇒運転状況（温度、温度差、熱量、流量）をみて、手動停止も

④ 空調制御 外気管理の適否が最大の節電要素

1） 外気温度トレンドによって、「ウォーミングアップ」・「外気冷房」、

「中間期制御」、「ナイトパージ」などを最大活用

2） 外調機の給気温度設定は 26～28℃程度に。

インバーター制御がVAVによる静圧制御方式の場合は、手動に
よるインバーター周波数固定設定を（30～35Hz 前後に）

3） 全熱交換器設定は、●外気冷房時 High 20℃、Low 13℃、
冷房時 High 27℃、Low 18℃ 程度に

65

・ 設備機械室など

1）ガス燃焼系設備室系統以外は昼間時の給排気ファン運転停止

2）電気室、EV機械室；排気ファンとエアコンの並行運転禁止

管理温度設定は３５℃程度に（電気主任技術者に確認）。
給気口・還気口・空調機が（変圧器など）発熱部分から離れている
場合は、簡易ダクトでの改善を検討

3）空調機室が近隣にある場合は、空調機排気（冷）熱を活用
⇒排気せずに空調機械室に放出⇒扉操作で電気室に給気

⇒電気室は給気ファン停止・排気ファンのみ運転

4）冷温水発生機は、冷房運転前に真空度・空気比の適正を確認

5）熱源およびポンプ群、冷却塔群の台数制御設定根拠を再確認。
不適、過不足がある場合は是正改善を。

6）熱源・搬送・空調設備、ローカル制御盤の計測ポイントを再確認

7）熱源蒸気系のバルブ、配管が露出している場合は断熱措置を

8）各配管ストレーナの清掃

66
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・ 蓄熱設備

1）朝での満蓄状態を確認（なっていない場合はパラメーター変更）
2）蓄熱水槽内の温度分布適正を確認（ 〃 ）。

3）水蓄熱設備は水槽水位の適正を確認。
水槽レベルに余裕がある場合は水量（蓄熱量）増加を検討。

4）水-水熱交換器の一次側・二次側冷水温度状況を確認。
熱交換に問題がある場合は、パネル（プレート）洗浄を検討。

5）一次側・二次側の冷水ポンプ運転台数、温度差の適正確認

・ 駐車場

1）機械式駐車場給排気ファンは停止（夜間・早朝に30分程度運転）
2）自走式地下駐車場は昼間帯の停止、間欠運転、排気ファンのみ
の運転などを検討。可能であればCo2制御機能を附置。

3）平面部分は減灯

4）稼働率によっては、利用フロアーまたはエリアの制限

67

・ ワークスペース関係

1）空調サイクルの適正チェック
⇒レターンガラリ前の障害物、原状変更によるレターン機能喪失
⇒ゾーニング不適、什器・パーテーション等による不具合の有無
⇒給気、還気、排気設備に関する周囲条件や開度の適正

2）熱交換器の適正運転徹底または停止（普通換気⇔熱交換）

3） 開口部管理の適正（出入口扉、窓、室内シャフト）

4） 居室、サーバールーム内のサーモ設定状況
5） ミキシングロスの有無確認

⇒冷温水同時供給の場合
⇒セントラル空調方式、個別空調方式混在の場合

6） 不要不急な会議、コピーの制限（コピーは時間帯も）

7） コア時間帯以外の執務室制限（集中）、フリーアドレス活用

8） PCの省エネモード活用徹底

9） 待機電力発生設備の業務時間外停止

10）アメニティ設備の利用可能台数・時間帯の制限

68
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69

エネルギー使用比率から優先度を考えてみる

空調用電力が 約４８％

照明およびＯＡ機器が 約４０％

この２項目だけで全体の ８８％

照明、ＯＡ機器は分るが、
空調（冷房設備・換気設備・熱源設備・搬送設備）については
誰（と誰）が・いつ、過不足・適否 を 確認した？

② 定期的（毎週または毎月）に 関係各位での打合せの場を持ち、
都度の課題検討、これまでのフォローアップをしてみる

70

ビルエネルギーの ５０％弱が空調
（熱源・冷暖房・換気・搬送）負荷。
そのまた ３０％ が外気負荷。

執務室の設計人口密度は５m2/人。
実態は１５ m2/人 弱。

設計どおりに換気管理をすると、

３倍もの過剰換気 になるおそれ。

＋
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某大手生保会社テナント（複合用途）ビル

72

■ たったこれだけで、熱源（冷凍機・冷温水発生機）負荷の大幅削減
冷温水ポンプ・冷却水ポンプ・冷却塔負荷の大幅節電

（改善前） （改善後） （改善前） （改善後）

　11月 212,804 138,942 　11月 21,625 15,798

12月 109,238 25,103 12月 236,141 155,012

　　1月 95,964 19,590 　　1月 411,388 263,965

2月 40,304 9,917 2月 476,245 243,269

3月 144,300 71,208 3月 288,457 175,163

5か月計 602,610 264,760 5か月計 1,433,856 853,207

省エネ量 省エネ量

省エネ率 省エネ率

冷水 使用量　［MJ］

337,850

５６．0　［％］

温水 使用量　［MJ］

580,649

４０．5　［％］
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15.0

17.5

20.0

22.5

25.0

27.5

30.0

32.5

5月 6月 7月 8月 9月 10月
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※ 同県内でも 地域によって・季節によって・時間帯によって 異なる 73

25.0

27.5

30.0

32.5

35.0

37.5

5月 6月 7月 8月 9月 10月

三次 2012年

三次 2011年

福山 2012年

福山 2011年

広島 2012年

広島 2011年

広島県内３地域 の 最高外気温度推移

※ 外気最高温度も 74
－　Ｐ 52　－



20.0

22.5

25.0

27.5

30.0

32.5

35.0

37.5

40.0

1時 3時 5時 7時 9時 11時 13時 15時 17時 19時 21時 23時
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広島市 2012年最高気温発生日
（8月5日） の 各地域外気温度推移

2012年夏 広島市「最高気温発生日」の県内各地域外気温推移

75

5

10

15

20

25

30

35

40

1時 3時 5時 7時 9時 11時 13時 15時 17時 19時 21時 23時

4月 5月 6月 7月

8月 9月 10月 11月

広島市の各月（1日）外気温度推移

※ ナイトパージ、外気冷房、全熱交換 の制御、
熱源 ⇔ 冷暖房 ⇔ 換気 設備の スケジュール設定も異なる ？ 76
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広島市の各月（1日）外気温度推移 春・初夏・盛夏
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赤字；問題・課題あり、再検討・再確認が必要　　

ST SS-1 HT-x HT-Z N

55,540 50,925 94,493

第二種 第一種 第二種 第二種

（仙台） （東京第二） （晴海） （晴海） （二番町）

同和興業 大星ビル管理 丸誠 日本ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ 大林ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ

6,520 37,322 11,752 19,300

特別高圧A-Ⅱ 負荷率別2-A 高圧電力　？ 特別高圧　？

冷水 冷水 / 蒸気

ａ ① 2,500 2,500 6,600　？ 3,100 2 ,700

② 2,460 2,482 4,700 3,050 2,100

ｂ ① 459 ～935 593 ～ 1,006 470 ～850 485 ～965 501 ～1,182

② 650 700 800

③ 432 ～879 582 ～ 1,068 450 ～950 480 ～1,205 451 ～1,016

④ 650 750 750

ｃ ① 冷水/温水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
② 冷却水　　 ℃ ？ ？ ？ ？ ？
③ 最小外気取入 ％ 10 45 20 10

④ ウォーミングアップ(冷暖房) 分 ？ 90 60 60

⑤ 基準階貸室温度℃ （冷/暖） 27／20 27  ／  21 26  ／  22 26  ／  24

⑥ 　　〃　貸室湿度℃ ％ 40 40 45 40 60
⑦ 外調温度 （冷/暖） 28／18

⑧ 全熱交換機中間期制御 ℃ ？ ？ ？ ？
⑨ 外気冷房制御 ℃ ？

ｄ ① 1階ホール （冷/暖） 28／18   25 ／ 24   27 ／ 25

② 基準階共用部 （冷/暖）   25 ／ 24   28 ／ 26 27  ／  24

③ 電気室ファン ℃ 24.5 30

④ 〃　　　パッケージ ℃ 35 26 28 30

⑤ ＥＶ機械室ファン ℃ 35 28 30

⑥ 〃　　　パッケージ ℃ 26 28 30

⑦ ゴミ置場パッケージ ℃ 15 5 7

集合研修Ⅳ（H20. 7. 3）　対象各ビル　 空 調 運 転 管 理 状 況

　　　　　　　　（延床面積）　m2

　　　　　　　　　　　　（事業所）

　　　　　　　　　　　　　省エネ法該当

　　　　　　　地域冷暖房

　　　　　　　　　　　ビ   ル   名

　　　　　　　　　　　　　ビル管理会社

空気環境測定
（Co2濃度　ppm）

　　契約仕様
電力

設
定
温
度
①

冷房期

暖房期

ガス

設
定
温
度
②

電
力

契約電力

デマンド

（平均）

（平均）

79

③ 各ビルの設定・運転状況を （皆で）比較してみる

60

比較して「チューニング」の可能性を検討する
Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

12,763 2,712 6,857 13,380 14,308 10,776 30,884

冷房期 ４００～８００ 　 ５００～９００ ６４０～1,640 ５５０～９３０ ３５０～６８０ ３６０～1,260
暖房期 ４００～９００ ５００～７３０ ３００～８５０ ４５０～1,000 ４３０～６１０ ４３０～1,460

設定温度 　１０／ 　　７／
等① 28 32

20 30
20 　 45 20 60
２２／２２ 　個別空調 ２２／２４ ２６／２１ ２６／２４ ２６／２２ ２４／２４
60 50 50 55 　　　　　？ 50 60

２５／２４ １８／
設定温度 ２２／２４ ２２／２４ ２６／２４ ２４／２４
等② ２２／２４ ２６／２４ ２４／２４

　　　　　？ 28.5 25
30 29 30 30

27 30 30 34.2 27 25
30 30 30

12
運転 8:00～17:40 7:50～19:20 8:00～21:30 6:00～18:00 7:40～17:50 7:20～19:40
時間 22:00～4:00
設定 8:00～20:00 8:00～22:30 8:00～18:00 8:00～18:00 7:30～20:00
① 7:40～18:00 8:00～18:00 8:00～22:30 8:00～18:00 8:00～18:00 7:45～20:00

7:40～18:00 9:30　～17:30 8:45～20:00 8:00～22:30 8:00～18:00 8:00～18:00
8:00～22:30 8:00～18:00

7:40～18:00 8:00～18:00 7:45～20:00
運転 8:45～20:15
時間 8:45～18:00
設定 8:00～19:00 間欠設定　　？ 23:00～6:30 6:30～23:00 8:00～18:00 8:00～18:00
② 6:30～23:00 8:00～18:00

6:30～22:00 7:30～17:30 8:00～18:00 間欠運転 ？
8:00～18:00 6:30～22:00
24時間（サーモ） 24時間（サーモ） 24時間（サーモ） 24時間（サーモ） 24時間（サーモ） 24時間（サーモ）

24時間（サーモ） 9:00～18:00 24時間（サーモ）

6:30～22:00 間欠運転

8:30～18:30 7:50～19:30
6:30～23:00 間欠運転

8:00～18:00
6:00～23:00 6:30～21:30
7:45～18:30 6:30～21:30 7:00～18:00 6:55～22:30

6:30～20:00 7:00～18:00 7:45～20:00
電気室（冬） 電気室冬の運転
給排気 9:00～ 22:00～6:00
ＰＡＣ　停　止

冷凍機はチラー 適温時間は？
湯沸室　　　〃
便　所　　　〃
ゴミ置場 　〃
ボンベ室 　〃
倉　庫　　　〃
機械式駐車場　〃
地下駐車場　〃
水槽室　給排気
　　〃　パッケージ
ＥＶ機械室給排気
機械室　　〃
空調機械室給排気
　〃　パッケージ
電気室給排気
基準階共用部空調
１階ホール空調
外気・排気ファン
外調機
全熱交換機
空調機・ＦＣＵ
二次ポンプ
ボイラー（温水機）
冷凍機（発生機）
生ゴミ置場パッケージ
ゴミ置場パッケージ
　〃　パッケージ
EV機械室ファン
　〃　パッケージ
電気室ファン
基準階ホール　（冷／暖）

外調温度 　　（冷／暖）
1階ホール　（冷／暖）

貸室内湿度　　　　　％
貸室内温度℃（冷／暖）
ウォーミングアップ　分
最小外気取入　　　　％
冷却水　　　　　　　℃
冷水／温水　　　　　℃

空気環境測定
Ｃｏ2濃度　ppm

　　　延床面積　　㎡
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（同社HPより、第一ビルディング所管分126ビル）

電気 ガス 冷温水 CO2換算

（kWh） （m³） （MJ） （t-CO2）

① 2007年度 69,462,350 2,848,516 37,108,100 34,950

② 2008年度 65,487,758 2,271,968 36,075,800 32,066

③ 2009年度 61,724,716 1,946,962 32,991,000 29,728

④ 2010年度 61,142,743 2,020,680 31,623,194 29,602

⑤ 2011年度 55,036,483 1,944,162 26,945,040 26,852

20. 8
削減率

①/⑤ 〔％〕 20. 8 31. 7 27. 8

■（空調用）ガスと 冷温水 が極端に減って省コストして）いるのは、
空調（冷房・換気）運転の不適（潜在ロス） を、協働で是正 していったため

④ 管理委託者（ビルオーナー）に 成果、課題などを報告、相談してみる
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82

■手法についてのオーナー（第一生命保険）向け説明資料

【 運用改善による省エネ手法概要 】

A 省エネアンケートツール活用による改善指示
B 委託ビル管理会社本社による支援強化依頼
C 規模別・立地別省エネ研修（各委託会社本社・現場）
D 無料省エネ診断（省エネルギーセンター、クールネット東京）
E 専門家・業者への（無償）支援依頼
F ファシリティ事業部省エネチームによる現地チェック・ネット（人脈）構築
G 〃 BEMS・ＢＡＳ・各種制御盤・各種設備設定の適正化
H 〃 熱源・空調自動制御設定の是正
I 軽微な改修による不具合是正

・削減率は19年8月～20年7月と20年8月～21年7月の各1年間の比較
・対象としたエネルギーは

○共用部電力使用量、 ○空調用ガス使用量（一部 油）、
○地域冷暖房

－　Ｐ 56　－
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　④ 他ビル、ビル管理会社の対応

　　下記の所長コメントにあるように、広島市内　

　所管ビルは4社に設備管理委託されています。

　事例として示した広島ビル以外でも、積極的

　かつ斬新な省エネ対応が各ビル、各ビル管理

　会社で取り進められているところです。

　今回は、スペースの都合から事業所が入居して

　いる大規模複合用途ビル「産業文化センター」

　（広島リバイン）の例を右表に紹介しておきます。

　⑤ 広島事業所の取り進め手法

　　今回の推進事例はまだ開始したばかりですが、

　以下のような段取りで取り進められてきました。

   1) 全国研修に合わせる形で事業所対応を検討

   2) (財)省エネルギーセンターの無料省エネ診断

　　を市内２ビルで受診決定（診断は7月）

↓

   3) 事業所独自のアクションとして、「省エネ診断」、

　　「集合研修」の対象外ビルでも省エネ推進を決定。

   4) 具体的展開

　　・各ビル管理会社に事業所方針を周知

　　・各ビル管理会社からの省エネ提案受付け

　　・各社本社サイドへの取組み強化依頼

　　・施工者（ゼネコン）との連携強化検討

↓

   5) 引き続き各ビル状況を勘案しての省エネ

　　　推進および提案項目検討、試行

   6) 10月に今夏の省エネ成果を検証予定

◆ 事業所主導による今回の省エネ事例は、他の事業所・サービスオフィスでも参考になると思われます。

　まだまだ道半ばではありますが、この取組みで大きな役割を果たしていただいた新宅所長のコメントを、最後に

　紹介しておきます（実務面での中心として活動された西野課長にも感謝を示しておきたいと考えます）。

省エネ検討項目ほか 広島事業所 ①【産業文化センター】

１．省エネ検討項目

1 電力需給契約の再確認

当ビルの電力使用状況、トレンドを中国電力に再チェックしていた

だき、現状の契約仕様・適用割引制度が最適かどうか再確認する。

2 契約電力の見直し

昨年度夏の「契約電力」と「デマンド」の比較は、デマンド制御を

未活用でも１００KW　超の余裕があった。

早期に契約電力の見直しを図ることが必要。

3 デマンド制御設定（中央監視盤）の見直し　※ №2　に関連

デマンド制御設定（段階１～段階３　？）を見直すこと

4 冷却水（下水道）減免制度の再申請

減免制度の仕様に合致するかどうか再確認し、可能なようであれば

減免の再申請を行うこと（なるべく早く）

5 冷却水自動ブロー設定

・設定は薬剤メーカーの見解を確認して再設定

・最低でも 1000 μS/cm 程度に

6 空気環境測定ポイント

a 測定ポイントの適否を再確認

b 測定ポイント数が過剰と思われ、見直しが必要

ｃ 稼動してない居室については「参考」とする

　場合によっては測定しなくても可

7 各所換気用給排気ファン

スケジュール的に過剰運転となっている例が多い。

全数について、曜日のフィットも含めて見直しを図ること

8 「地下駐車場」排気ファン

Co2制御による運転管理とし、強制スケジュールは取り止めること

9 基準階共用部温度設定

居室ではないので、設定を緩和することが望ましい

　冷房　；　専用部　+　２℃

　暖房　；　専用部　－ ２℃       程度に

10 空調機運転

a ウォーミングアップ時間設定は最低60分に

b 空調延長・残業時間帯は、ウォーミング制御の再活用も検討

11 外気取入れ制御

冷暖房期のＣｏ２測定値（空気環境測定）が低いフロアーが多い。

VD調整その他により適正化を図ること。

12 外調機、全熱交換機

a 中間期制御

外気温度が概ね 18℃～27℃程度の季節は、熱交換ローター

を停止とすること

b 外気冷房

ホール、図書館などでの有効利用運転の可否を検討

新宅所長のコメント

① ファシリティ事業部との省エネ勉強会に対する反応
６月に実施したファシ事との省エネ勉強会・現地検分・ヒアリングに対し、委託会社担当者は、新しい
強い風が吹きすぎて「肝を抜かれた」との感想を持っていた。
しかし、全体ミーティングを通じて、各ビルごとの指摘事項を理解し、省エネ対策（二酸化炭素削減）に
対する取り組みの契機となりました。

② 広島事業所の取り組み
広島事業所は、設備管理においては完全な形で群管理が実施されておらず（所管７ビルに対し設備管理業者
が４社）、各社多少の温度差はあるものの、出来ることから素早く省エネ対策に取組んでおります。
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凡そ ６，７００ ha の広さに 植 林 したのと同じ効果 ？
（ 東京ドーム 1,400 個分 ）

■ 某生命保険会社 テナントビル群での 省エネ取組み成果 （ 平成１０年度～１５年度 ）

項　　　目

省エネルギー率 11.40 ％

省エネルギー量 1,673,350 ＧＪ

CO2換算 56,959 ｔ-CO2

原単位削減 209 ＭＪ/ｍ2

省エネルギー金額 千円

成果数値

■ 省エネ大賞 制度 平成 12年度 東北経済産業局長賞 受賞
13年度 近畿 〃 〃
14年度 中部 〃 〃

15年度 関東 〃 〃

７．（甘酸っぱい） 青春の 広島 事例編
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電力事業連合会2002年ベース

原単位トレンド　〔MJ/㎡・年〕

1,400

1,550

1,700

1,850

2,000

平成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

原単位

平成 MJ/㎡ 対前年度 対10年 対前年度 累計

10年 1,827 ー ー ー ー

11年 1,746 4.4 4.4 198,450 198,450

12年 1,712 1.9 6.3 83,300 480,200

13年 1,701 0.6 6.9 26,950 788,900

14年 1,675 1.5 8.3 63,700 1,161,300

15年 1,616 3.4 11.4 139,650 1,678,250

16年 1,592 1.5 12.9 50,400 2,171,750

17年 1,575 1.1 13.8 35,700 2,700,950

18年 1,550 1.6 15.2 52,500 3,282,650

比較（年度省エネ効果）　% 削減エネルギー量  GJ

15． 2

■ 原単位トレンド 〔MJ/m2 、％〕

省エネアクション開始から 8年間で 累計１３５ 億円 のエネルギーコスト削減
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◇◇支店所管７ビル共用部エネルギー使用量比較

ａ．共用電力使用量

Ａ　ビル Ｄ　ビル

12 1 2 3 12 1 2 3

13年度 67,687 79,470 72,922 74,198 13年度

14年度 72,073 80,791 73,253 76,104 14年度

15年度 65,784 76,454 71,155 75,678 15年度

16年度 65,435 75,027 71,320 78,038 224,385 16年度 10,796 17,969 14,951 15,002 47,922

17年度 73,739 77,533 68,693 73,579 219,805 17年度 14,533 18,365 13,059 13,658 45,082

(8,304) (2,506) 2,627 4,459 4 ,580 (3,737) (396) 1,892 1,344 2 ,840

Ｂ　ビル Ｅ　ビル

12 1 2 3 12 1 2 3

13年度 12,523 12,927 14,704 13,184 13年度

14年度 12,402 11,898 14,157 12,447 14年度

15年度 12,551 12,293 14,077 13,345 15年度

16年度 12,709 12,787 13,714 12,584 39,085 16年度 42,344 63,997 56,881 56,825 177,703

17年度 11,453 10,513 12,970 11,092 34,575 17年度 37,348 32,808 29,327 31,373 93,508

1,256 2,274 744 1,492 4 ,510 4,996 31,189 27,554 25,452 84 ,195

Ｃ　ビル Ｆ　ビル

12 1 2 3 12 1 2 3

13年度 13年度

14年度 14年度

15年度 15年度

16年度 56,790 69,526 62,187 65,463 197,176 16年度 5,831 11,881 10,021 9,870 31,772

17年度 61,391 62,529 55,094 56,668 174,291 17年度 11,312 10,309 9,655 9,525 29,489

(4,601) 6,997 7,093 8,795 22 ,885 (5,481) 1,572 366 345 2 ,283

◇◇支店所管７ビル共用部エネルギー使用量比較

ａ．共用電力使用量
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Ｇ　ビル

12 1 2 3

13年度

14年度

15年度 2004年度

16年度 19,051 21,740 22,204 20,460 64,404 2005年度

17年度 20,011 19,280 17,367 16,517 53,164 削減量

(960) 2,460 4,837 3,943 11,240 削減率

ｂ．空調用ガス使用量

Ａ　ビル Ｇ　ビル

12 1 2 3 12 1 2 3

13年度 13年度

14年度 14年度

15年度 15年度

16年度 1,762 6,029 4,815 3,030 13,874 16年度 1,171 1,821 2,019 1,765 6,776

17年度 5,075 3,027 2,595 1,639 7,261 17年度 2,033 2,044 1,479 921 6,477

(3,313) 3,002 2,220 1,391 6,613 (862) (223) 540 844 1,161

Ｃ　ビル

12 1 2 3

13年度

14年度

15年度

16年度 4,911 6,293 6,355 4,786 17,434

17年度 8,994 6,282 5,476 4,166 15,924

(4,083) 11 879 620 1,510

広島支店７ビル共用部省エネ実績

(H17年1月～ 3月)

電　力

〔kwh〕

空調ガス

〔Nm3〕

782,447

649,914

132,533

16.9%

38,084

29,662

8,422

22.1%

ｂ．共用電力使用量

〔kWh〕

広島支店７ビル共用部分省エネ実績
（Ｈ17年1月～3月）
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■ 全ビル省エネ勉強会資料例

ａ．エネルギー消費量の実績管理・実態把握

実施中

① 使用エネルギーの種類毎の実績把握　→　グラフ化

電力 ｋWh ガス Nｍ3 ✔

② 二次エネルギー消費量の一次エネルギー消費量への換算　→　グラフ化

電力 9.97 MJ/ｋWh

ガス 46.1 MJ/Nｍ3 ✔

③ 消費先別エネルギー消費量の把握　→　グラフ化

④ エネルギー消費原単位の管理　→　グラフ化

⑤ 時間当たりエネルギー消費量の把握　→　グラフ化

⑥ 機器・システムのエネルギー消費量　→　グラフ化

エネルギー消費量の実績管理・実態把握

　※同じ単位のエネルギー消費量の合算として建物の総エネルギー消費量を求める。

　※現実的には系統別エネルギー消費量を把握する方がよい場合もある。

・設備機器や設備システムのエネルギー消費量を把握できれば、それらの運用実態がわかるようになりエネ
ルギー消費上の改善余地をより見出し易くなります。

・時間当たりのエネルギー消費量の把握によってエネルギー消費上の特性を把握することができ、省エネ対
象項目を見出すヒントにすることができる。

・業務建物におけるエネルギー消費原単位については、延床面積原単位が利用されています。

・エネルギー消費原単位に関して、省エネ法に基づく工場または事業場における判断基準では、中長期的に
みて年平均１パーセント以上低減させることを目標とする（経済産業省告示）。

※（財）省エネルギーセンターの「エネルギー消費原単位ツール」によるエネルギー消費量の推定と原単位
管理は有効。

総一次エネルギー消費量におけるエネ
ルギー種類別比率グラフ

総一次エネルギー消費量に
おける消費先別比率グラフ
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◇◇支店所管７ビル／H18年12月　省エネチューニング

設備等 効果 Ａ ﾋﾞﾙ Ｂ ﾋﾞﾙ Ｃ ﾋﾞﾙ Ｄ ﾋﾞﾙ Ｅ ﾋﾞﾙ Ｆ ﾋﾞﾙ Ｇ ﾋﾞﾙ

負 空調負荷 ・ 室内温度条件の緩和(冷房時) ・ 温度設定の変更 ◎ － － － － － － －

荷 ・ 　共用部温度条件の緩和（〃） ・ 　　　〃 ○ ● ● ● ● ● ● ●

の ・ 室内温度条件の緩和(暖房時) ・ 　　　〃 ○ － － － － － － －

低 ・ 　共用部温度条件の緩和（〃） ・ 　　　〃 ○ ● ● ● ● ● ● ●

減 ・ 冷房時除湿制御の取止め ・ 除湿・再熱運転停止 ○ － － － － － － －

・ 在室者に合わせ外気量の削減 ・ 外気ダンパーの調整(絞る) ◎ ● ● ● ● ● ● ●

・ 外気冷房 ・ 外気ダンパーの調整(開く) ◎ ▲

・ 起動時の外気導入制御 ○ ● ● ● ● ● ● ●

・ 最小外気取入制御 ・ 最小開度設定の調整(絞る) ● ● ●

・ ミキシングロスの防止 ・ 冷房期の温水運転停止、 － － － － － － －

・ 暖房期の冷水運転停止 － － － － － － －

・ 中間期から暖房期にかけて － － － － － － －

早めの冷房停止

・ 全熱交換器運転停止(手動制御) ・ 外気エンタルピが室内条件を ○ ■ － ● － ● － ●

　 下回る場合に適用

・ 全熱交換器(自動制御) ・ 中間期制御設定の見直し ○ ● － ● － ● － ●

・ ポンプ、ファンのインバータ ◎ ■ ■

採用による流量調整

・ 照明器具にインバータ安定器 ・ Hfタイプ蛍光灯と併用でより ◎ ■

採用 効果的

熱 熱源設備 ・ 燃焼機器の空気比調整 ・ 空気比を1.2～1.3に調整 ○ ▲ ▲

源 ターボ ・ 台数制御の最適運転(設定値の ・ ビルの負荷特性に合わせ ○ ▲ ▲

機 ガス吸収式 変更/機種・容量が違う場合の 再調整

器 DHC 等 ローテーションの見直し等)

の ・ 手動によるこまめな調整 ・ ビルの負荷特性に合わせた ○ ■ ■

効 手動運転等

率 冷水出口温度設定の変更 ・ 中間期に設定温度を上げる ■ ■ ●

運 (大負荷時・部分負荷時)

転 温水出口温度設定の変更 ・ 冬期に設定温度を下げる ■ ■ ● ■

(大負荷時・部分負荷時)

・ 冷却水温制御の設定値変更 ・ 中間期に設定温度を下げる ○ ● ● ●

△・

・

チューニング項目

　　　　　　　　　　　　　　■：実施済み　　●：今回から実施　　▲：実施を検討　×：未実施

○

◎

対応

ｂ．対象全ビルと省エネチューニング 検討項目
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71

Ｃ．勉強会に向けての 設備運転
状況「事前アンケート」

P.   1

※　本アンケート（シート） と 「過去1年間の空気環境測定報告書（コピー）」を、省エネチェック実施の２週間前までに

　当方へ提出（電子メール送信）して下さい。 ｅ－ｍａｉｌ アドレス　；　m-midorikawa@slbm.co.jp

　空気環境測定報告書は、電子データがある場合はフロッピーディスクまたはＣＤ－Ｒでとして下さい。

１．基礎データ

冷  　水

蒸　  気

直接蒸気

２．ビル標準運用・運転（貸方基準又は運用実態）

　※特殊用途は営業日，営業時間（コアタイム）が異なるもの

土　　曜 日祭日

①換　気 8:00～18:00 ～

②冷暖房 8:00～18:00 ～

①換　気 8:00～18:00 ～

②冷暖房 8:00～18:00 ～

③照　明 ～ ～

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

①換　気 8:00～18:00 ～

②冷暖房 8:00～18:00 ～

③照　明 ～ ～

①換　気 ～ ～

②冷暖房 ～ ～

③照　明 ～ ～

①営業時間 ～ ～

②換　気 ～ ～

①営業時間 0:00～24:00 0:00～24:00

②換　気 ～ ～

記入者名

ｄ．　〃　　　②

ｅ．　〃　　　③

ｆ．１階ホール

ｇ．地階ホール

デマンド

契約種類

ｃ．特殊用途
      貸室

295　Kw

備　     　考
運用（スケジュール設定）

平　　日

ＦＡＸ番号

e-maillｱﾄﾞﾚｽ

電　　　力 　地域冷暖房（契約種類）

契約電力

ａ．基準階貸室

ｂ．〃　共用部

8:00～18:00

8:00～18:00

8:00～18:00

8:00～18:00

～

380　Kw

ｈ．平面駐車場

ｉ．機械　〃

 【 特 記 】

～

～

0:00～24:00

～

～

～

～

～

～

～

8:00～18:00

8:00～18:00

～

～

～

～

割引契約の有無・種類

電　力

ガ　ス

水　道

所　　属

省エネチェック事前アンケート

住友生命○○ビル

（該当する項目のみ記入して下さい。不明の場合は空欄としても可。）

（作成日：H18．4　．20　）

abcde＠ ff.gg .co.jp

４．特殊用途系統空調管理　　※記載のない設備で重要なものは、挿入して下さい

ａ．換気運転管理  ※該当設備がない場合は回答不要

ｂ．貸室空調運転管理　

ｃ．空調運転スケジュール設定（平日の標準時間）

～

 
②
冷
暖
房

 空調機 ～ ～

 ビルマルチ ～ ～

 冷温水二次ポンプ ～

～

～ ～

～

 
①
熱
源

 冷凍機 ～ ～

 暖房用ボイラー ～ ～

　③設定湿度　　　　　％ 　湿度を記入

冷 房 運 転 暖 房 運 転

　①温度制御仕様　給気　　還気　　室内　　その他（　　） ※　どれかに○

　②設定温度　　　冷房　℃　，暖房 ℃ 　温度を記入

　1) 暖房期　　　　最高　 　ppm　，最低　　ppm
　ＣＯ2測定値を記入

  2) 冷房期　　　　最高　　 ppm　，最低　　ppm

貸室温度設定（標準）

 ④ 最小外気取り入れ制御設定　　　　　　 ％ 　設定開度を記入

 ⑤ 空気環境測定結果（ＣＯ2値）

 ③ ウォーミングアップ設定時間　　　　　　分 　設定時間を記入

 ② 全熱交換機の温度設定（中間期制御のあるもの）

　設定温度　　　High　　　℃　，Low　　　℃ 　温度を記入

　2) 設定温度　　　冷房　　　　℃　，暖房　　　　℃ 　温度を記入

　3) 設定湿度　　　　　　　　％ 　湿度を記入

 ① 外調機の温度設定

　1) 温度制御仕様　　　給気　　　還気　　　その他（　　） ※　どれかに○

 ファンコイルユニット ～ ～

 ピーマック ～ ～

～ ～

～ ～

 
③
換
気

 全熱交換機 ～ ～

 外調機 ～ ～

～ ～

 外気ファン ～ ～

～ ～ 97

全員が各ビルの設定を見比べて、省エネチューニングの要否を検討する

Ｇ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
660 810 1134(住生／午前) 990 -

440 550 470 830 -

700 600 700 900 850 700

640 970 870 980 - 750 1000

480 610 440 770 - 450 440

700 700 700 900 550 550

28 24 23

28

％ 50 40 40 40

20 25 26

20 28

28

24.0

17.0

分 30 50 40

  8：30 ～ 17：45   8：00 ～ 18：00   8：00 ～ 18：00

  8：30 ～ 17：45

  8：30 ～ 17：45

  8：30 ～ 17：45   8：00 ～ 18：00   8：30 ～ 17：45   8：00 ～ 18：00

  8：30 ～ 17：45   8：30 ～ 17：45

(全熱交換機) (換　気)

  8：30 ～ 17：45 8：30 ～ 11：00 8：00 ～ 18：00

12：45 ～ 15：00 (土曜日も同じ)

16：45 ～ 17：45

外気・排気ファン

℃

h・m

～

h・m

h・m

～

h・m

ppm

ppm

℃

℃

％

中間期制御

ダンパー

開度設定
冷凍機

high

Low

暖　房

冷　房

1

2

二
酸
化
炭
素

温
湿
度
管
理

暖房期

冷房期

全
熱
交
換
機

3

空
気
環
境
測
定

空
調
管
理

4 空
調
運
転
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
暖
房

空調機、ＦＣＵ

ビルマルチ、Pマック

外調機

全熱交換機

外気・排気ファン

冷凍機

　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　ル　名

空調機、ＦＣＵ

ビルマルチ、Pマック

外調機

全熱交換機

最　高

最　低

最多帯

最　高

最　低

最多帯

貸　室

共用部

１階ホール

湿度設定

貸　室

共用部

１階ホール

二次ポンプ

ウォーミングアップ制御設定

OA（外気）

EA（排気）

二次ポンプ

冷
房
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http://www.city.ashikaga.tochigi.jp/book/view.php?id=7

公共施設で率先して節電に取り組み、そこで浮
いた電気代で家庭の省エネ設備の導入を支援。
「節電が節電を呼ぶ」という仕掛け

① 栃木県足利市

95

【さいごに①】 自治体をコアとして、様々なムーブメントが起きようとしている

http://www.pref.gunma.jp//06/f0910026.html

菜の花エコプロジェクト
（資源循環型社会へ；廃棄物・温暖化防止・雇用創出）

①遊休農地などに菜の花を植え、菜種収穫・搾油を行い菜種油に
②菜種油は料理や学校給食に、搾油時の油かすは肥料や飼料に
③廃食油は回収し、石けん や バイオディーゼル燃料 にリサイクル

※資源やエネルギーを
地域の中で循環させる
ことで、景観作物として
の観光的な利用や
養蜂業との連携、地域
特産品の開発等による

農山村の活性化にも

② 群馬県
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③ 札幌市（ スマートエネルギーネットワーク計画）

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004633/091110a05j.pdf 97

⑤ 横浜市 スマートシティ実証事業
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ご静聴ありがとうございました

下記の講演資料（PDFデータ）を参考として差し上げます。
希望される方は、e-mail  にて 申し付けてください。

① （2013.  4. 10）JFMAウィークリーセミナー
2013年節電･省エネ･再エネ関する最新ﾄﾚﾝﾄﾞ概要

② （2013.  5.   8）JFMAウィークリーセミナー
ＦＭ'erでも出来るプロの「省エネ・節電･省コスト」テクニック

③ （2013.  3. 14）JFMA  FORUM 2013
プラットフォームとしての自治体が主導する「省エネ」・「節電」・「地球温暖化防止」

④ （2012. 11. 16）北海道｢2012年冬・ビルの節電・省エネ・省コスト｣セミナ－
北海道のビルにおける節電・省エネ技術の徹底解説

⑤ （2011. 9. 30 ～ . 10. 14）日本ビルヂング経営センター「BEMS塾」
・第１回目 、・第２回目 、・第３回目

⑥ （2011.  2.   8） JFMA  FORUM 2011 
自治体で効果をあげる省エネ対策

⑦ （2010.  3.   3） 関東経済産業局「関東地区省エネ事例発表大会」

多様な プレイヤーの協働によるテナントビル群での省エネ推進と成果
⑧ （2007.  1. 30）平成18年度ENEX展 「業務用ビルの省エネ促進セミナー

オフィスビルにおける省エネチューニングの適用事例

Mail ； midorikawa-michimasa@meccs.co.jp
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省エネ・省コストを実現する BEMS

株式会社 NTT ファシリティーズ スマートビジネス部

スマートビジネス部門 主査 松下 傑 氏
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